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NEWS

カンガルーの研究にランドサット衛星を利用

　クィーンズランド大学のグレッグ・ヒル研究員は，こ

のほど，地上及び航空機による観察と人工衛星ランドサ

ットから送られた映像を比べ合わせ，天候のサイクルが

自然にカンガルーの頭数をコントロールしているとの説

を出した。1979年後半，オーストラリア中央部のアリス

スプリングスにランドサット受信局が作られ，その後18

日の周期でオーストラリア大陸全土をカバーする映像が

いつでも記録できるようになったため，野生生物に関す

る新しい重要なデータが得られることになった．このカ

ンガルーに関す為データもその1つである．

　1979年8月，クィーソズラソド州南部内陸部の約

47，000平方キロの地域で，東部灰色カンガルー（Macro－

pus　Giganteus）の航空機による空中観測の調査でカン

ガルーの分布状態を，またラソドサットの第5映像から

散在する生息地の範囲を明確㌍し，両者の関係が調べら

れた．ヒル氏の考えは次のようにまとめられる．

　気候が良い時には森林に十分な草が生え，それを食べ

るカソガルーはそこから動こうとはしない．かんばつに

なると，樹木の下の草は質的に劣化する、樹木がない野
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原や牧草に比べて，かんばつによる森の中の草の劣化は

早く訪れる．その結果，雨の少ない年にははじめから草

が少ないので，それだけ早く食べつくされてしまう結果

となる．乾燥状態の程度がひどければひどいほど，たく

さんのカンガルーが食物を求めて森の中から牧場などに

移動することになる．そこで農民はカンガルー狩りに熱

を上げ多数のカンガルーが殺されるのである．カンガル

ーを森林地帯から乾燥して放置された農牧場へ移動さ蘭

るかんばつこそ，カンガルーの頭数の自然に行なわれる

コント・一ルなのである．かんばつが終って天候の良い

年が来ると，カンガルーは森林地帯に戻る．そこで殺さ

れる率も減って，頭数は自然に増えてくる．

　そんなわけで，ランドサットから草の生育状態を調ぺ

れば，・森林地帯から空地に移動するカンガルー数をだい

たい判断することができる．そしてこの移動頭数の予測

は，カンガルーの頭数の計算およびカソガルー狩りや

頭数管理を実施するうえでたいへん重要な要素の1つと

なる、
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舗


